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平成 30年 11月９日 

各 位 

会 社 名  株 式 会 社 海 帆 

代表者名  代表取締役社長  久田  敏 貴 

 （コード番号：3133 東証マザーズ） 

問合せ先  取締役管理本部長  小島  聡 

 （ＴＥＬ：052-586-2666） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 30年 11月９日（金）開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、

平成 30年５月 10日に発表いたしました平成 31年３月期（平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日）の第２

四半期（累計）及び通期の業績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 31年３月期第２四半期累計期間（平成 30年４月１日～平成 30年９月 30日）の業績予想数値の修正 

（連結） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,923 

百万円 

37 

百万円 

36 

百万円 

8 

円 銭 

2.29 

今回修正予想（Ｂ） 2,517 △164 △165 △107 △29.84 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △405 △202 △202 △115  

増  減  率（  ％  ） △13.9 － － －  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 30 年３月期第２四半期） 
3,054 △37 △39 28 7.85 

 

（個別） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,887 

百万円 

36 

百万円 

7 

円 銭 

2.21 

今回修正予想（Ｂ） 2,488 △160 △102 △28.54 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △399 △196 △110  

増  減  率（  ％  ） △13.8 － －  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 30 年３月期第２四半期） 
3,018 △29 38 10.65 
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２．平成 31年３月期通期（平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日）の業績予想数値の修正 

（連結） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,787 

百万円 

101 

百万円 

100 

百万円 

40 

円 銭 

11.21 

今回修正予想（Ｂ） 5,071 △124 △126 △101 △28.16 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △716 △226 △226 △141  

増  減  率（  ％  ） △12.4 － － －  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 30 年３月期） 
5,840 △6 △9 △137 △38.31 

 

（個別） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,718 

百万円 

100 

百万円 

40 

円 銭 

11.23 

今回修正予想（Ｂ） 5,016 △114 △89 △25.05 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △702 △214 △130  

増  減  率（  ％  ） △12.3 － －  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 30 年３月期） 
5,768 1 △129 △36.19 
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３．修正の理由 

（連結） 

当第２四半期連結累計期間におきましては、当初、猛暑による酒類の堅調な需要は見込まれておりまし

たが、台風や豪雨の影響による客足の減少及び店舗被害等による機会損失、加えて近年戦略的に進めている

当社不採算店の退店の影響もあり、売上高は前年同期の実績を大きく下回る見込みであります。また、他業

態との競争も激化しており、引き続き厳しい状況となっております。 

利益面に関しましても、天候不順等による原材料価格の高騰、店舗被害等に伴う稼働効率低下による固

定比率の上昇等、営業損失及び経常損失を計上する見込みであります。また、前年同期において特別利益と

して計上されていた店舗立ち退きに伴う受取補償金が今期は発生せず、四半期純損失を計上する見込みであ

ります。 

 

（個別） 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、上記と同じ理由により、売上高・利益ともに当初計画を

下回る見込みとなりました。 

通期の業績につきましては、上記と同じ理由により、売上高・利益ともに当初計画を下回る見込みであ

ります。 

 

（注）本資料における業績予想は、発表日時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績 

は今後様々な要因によって業績予想と異なる場合があります。 

以 上 


